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≪抄録≫
新型コロナウイルス感染症の世界的拡大に伴い感染の蔓延防止の観点から、教育方法は

対面から遠隔へと変化した。その結果、情報通信技術の活用が急速に進み、2020 年は教

育現場にとってパラダイムシフトを余儀なくされた年になったといえよう。

本学母性看護学領域では、教育手法が対面から遠隔に変化しても、学生の学びの質を保

証すること、学生が能動的な学修を通し学士力を身につけられることを企図し、様々に工

夫をこらした教育を実践してきた。その主たる取り組みが視聴覚教材を活用した教育と双

方向型教育である。学生に好評であった視聴覚教材は、実習施設の看護師と教員が共に監

修したものであった。双方向型遠隔教育で学生に好評であったことは、チャット機能を用

いた同時間帯の質問に対する返答や、Zoom のブレイクアウトルームを活用した少人数に

よるディスカッションであった。
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Ⅰ．はじめに

2019 年 12 月に武漢にて確認された新型コ

ロナウイルス感染症（以下 COVID-19 とする）

は猛威を振るい、2020 年 12 月末の現在もな

お、世界各地で混乱を招いている。

わが国でもこのような状況を鑑み、感染の

蔓延防止の観点から教育現場で出校停止措置

がとられた。これまでの対面授業を重視する

教育の見直しを図ることとなり、より一層、

情報通信技術（Information and Communication 

Technology；以下 ICT とする）の活用が求め

られるようになった。ICT 教育については、

以前から文部科学省（2017）が、わかりやす

い授業の実現と 21 世紀型スキルへの対応を

目的とした「平成 30 年以降の学校における

ICT 環境の整備方針について」を提示してお

り、COVID-19 の影響を受けた今年度は ICT

環境の整備が一気に加速化した。2020 年は

教育現場にとってパラダイムシフトを余儀な

くされた年になったといえよう。

本学での教育は、COVID-19 の感染拡大に

伴い、2020 年 4 月から学生の登校が原則停

止となり、初めて Web 会議システムである

Zoom（Zoom Video Communications, Inc.）を用

いた講義・演習・実習を実施した。本学母性

看護学領域は、遠隔上でも学生の学びを保証

するとともに、学生が学士力を身につけるこ

とを企図したアクティブ・ラーニングによる

講義・実習等を展開した。アクティブ・ラー

ニングとは、教員による一方向的な講義形式

の教育とは異なり、学修者の能動的な学修へ

の参加を取り入れた教授・学修方法の総称と

され、グループ・ディスカッション、ディベー

ト等を用いた学生の主体的な学修、双方向型

教育を示している（文部科学省，2015）。そ

の中で特に重要視したことは、学生の主体的

な学修が深まるために視聴覚教材の活用、双

方向型教育における有効なアクティブ・ラー

ニングの方法である。

そこで、本報告では COVID-19 による影響

下において、母性看護学領域が実践してきた

視聴覚教材の活用と双方向型遠隔教育につい

て、その経緯や教育の実際、学生の反応等を

まとめ報告する。なお、学生の学びや感想の

記載については個人が特定されることが無い

よう配慮した。

Ⅱ．2020 年度の教育実践内容

１．視聴覚教材の活用
母性看護学領域では 2017 年度より、学生

の主体的学修や看護のイメージ化を図るため

に視聴覚教材を使用し、講義や演習を実践し

てきた経緯がある。COVID-19 の感染拡大後

の 2020 年度においては、学生は自宅にて１

人で学修する時間が長いことから、時間や場

所を問わず教材を視聴することで学生自身の

ペースに合わせて学修でき、動画により看護

のイメージ化が図りやすいため、前年度以上

に視聴覚教材のコンテンツの充実を図った。

視聴覚教材の内容としては、①業者が監修

したもの、②実習施設の看護師と教員が共に

監修したもの、③本学の教員が監修したもの

の 3 点に大きく分類されるため、この 3 点に

おいて以下、論述していく。なお、学生に対

しては、あらかじめ視聴覚教材についての録

音・録画をしないよう取り決めを行った。

１）業者が監修した視聴覚教材

2017 年度より、本領域の指定図書である

医学書院の母性看護学各論の巻末付録に記さ

れている QR コードを読み取り再生される動

画を活用している。この教材を 2020 年度も

継続して採用した理由としては、来学不可の

場合でも全学生が所有しているデバイスに左

右されず、手軽に看護技術を確認できると

いう点である。2 年生は実習で実施する看護

技術の予習、3 年生は実習で実施する予定で

あった看護技術の確認を行った。

2020 年前期は、対面講義・演習、臨地実
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習が中止となったため、対面または臨地での

習得が不可能となった看護技術や、看護対象

者を基にした事例展開が可能なように、2020

年度は以下の 2 つの視聴覚教材を新たに導入

した。

教科書に掲載されている視聴覚教材は、基

本的技術の習得に特化していたが、さらに看

護を深めるために多様な看護技術が習得可能

な、Elsevier 社のナーシングスキルも今年度

より活用した。この教材は、看護技術に特化

した動画であり、厚生労働省の看護技術到達

度ガイドラインにある 129 手技に加え、400

以上の動画を備えている。更に、動画で学

ぶことが可能な e ラーニングツールを用いて、

復習を行い、看護技術のみならず知識の定着

も図ることができるため、学生の学びたい範

囲に応じて、主体的に看護技術の予習・復習

ができるように努めた。

そして、 株式会社医学映像教育セン

ターが提供する映像配信システムによる

VISUALEARN CLOUD も 2020 年 度 に 新 た

に取り入れ、知識の整理、活用を行った。

VISUALEARN CLOUD とは、医学、看護、健康・

保健分野の映像コンテンツ約 400 番組を自由

に選択可能とし、クラウドを利用した映像配

信で場所を問わず利用可能なため、学内以外

の場所でも視聴することができる。また、前

述した 2 教材は看護技術に特化した視聴覚教

材であるが、本教材は、専門基礎（解剖学・

生理学・病理学・薬理学）の映像解説の視聴

ができるだけでなく、それに伴う看護技術の

確認や、各専門分野の看護対象者の事例や看

護展開内容までポイントを押さえた事前・事

後学修が可能である。そのため、講義では、

解剖・生理に関する内容の視聴を促し、知識

の整理・定着を図った。臨地での実習が中止

となった実習期間に VISUALEARN CLOUD

内の事例も活用し、臨地実習により近い形で

看護展開ができるように、臨床場面を描いた

医療者・看護師による家族の関わりの視聴覚

教材を用いて看護過程の展開を行った。

２）実習施設の看護師と教員が共に監修し

た視聴覚教材

2020 年度は、学生が臨床現場を少しでも

体感できるように、これまで使用してきた視

聴覚教材を改編することで、学生の対象理解

を促進する教育に務めた。なお、看護師によ

る看護技術映像は、事前に看護師より使用許

可を得た上で使用した。

以下、紹介する視聴覚教材に関しては、

2019 年度以前にも活用していた教材と同様

なものをオンライン上で掲載し、臨地実習が

中止になっても母性看護学実習の目的・目標

が達成できるように工夫した。

早産児の看護については、2017 年に実習

施設である臨床現場の写真や動画を撮影し教

材開発した、実習施設の臨床看護師（NICU

新生児認定看護師）による、保育器内の早産

児へのケア（無呼吸発作出現時の対応、保育

器内清拭、おむつ交換）と家族への対応も活

用した。この視聴覚教材は、早産児シミュレー

タを用いた看護実践内容を撮影したものであ

る。さらに、NICU での早産児と家族の初回

面会場面を、実習施設の看護師と教員でロー

ルプレイした映像を提供し、学生はその場面

で実践される看護の理解に努めた。

また、妊婦の看護については、実際に臨床

現場で学生が体験する行動に沿った目線で、

外来の待合場面から診察室内を撮影し作成し

た視聴覚教材を学生に提示し、診察室へ入る

タイミングや、妊婦や実習指導者への挨拶や

態度を考えさせた。

これらのコンテンツを使用した学生の感想

としては、「臨地実習していない中で、実際

の実習施設からの看護師によるケアを学ぶこ

とができ、有意義な実習であった」と大変好

評であった。そのため、2020 年度の新たな

取り組みとして、実習施設側に視聴覚教材の

作成を依頼し、病棟課長や看護師による病棟

説明や退院支援、看護のポイント等、臨床看
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護師による看護実践内容の説明コンテンツを

増やし、臨床をより身近に感じながら学修が

確立できるように工夫を行った。

３）教員が監修した視聴覚教材

2019 年度までは、学内の実習前トレーニ

ングにて、早産児シミュレータを使用しなが

ら早産児の観察、アセスメントを行っていた。

2020 年度は、学内の ICT 環境の整備に長け

た教員と協力し、早産児のバイタルサインの

変動や早産児の環境についての視聴覚教材を

開発した。その際、①早産児の体温、心拍数、

呼吸数、SpO2（酸素飽和度）等のバイタル

サインの変化を動画で収めたもの、②保育器

内の早産児シミュレータを 360 度カメラで撮

影したもの、③ NICU の環境の 3 点を 1 つの

画面に集約した。限られた時間の中で思考し、

看護として行動に移すことを臨地では求めら

れるため、遠隔上でも、視聴覚教材を視聴す

る時間を制限し、短時間で対象者のアセスメ

ントをするトレーニングも含めた。

２．双方向型遠隔教育の実践
2020 年度対面授業から遠隔授業へ移行し

た際に母性看護学領域で重要視した点は、学

生と教員、または、学生と学生、双方向によ

る対話のある教育方法の保持である。遠隔

教育とは、遠隔において学び、単位や資格

を取得することを目的としている（布施ら，

2015）。その方法も、双方向型とオンデマン

ド型に分類されるが、母性看護学領域では、

双方向型に重点をおいた。

１）双方向型遠隔教育の準備

同時間帯の双方向型遠隔教育を実践するた

めに、学生の反応を確認することが重要視さ

れていた。遠隔授業においても対面授業と同

様に、教員は講義中に学生の反応を確認しな

がら授業を行った。Zoom による双方向型遠

隔教育を行う前の段階で、映像や音声の確認

も必要であった。講義中は、学生が視聴する

内容を映したパソコンやタブレット端末を設

置し、講義しながら学生に配信されている画

像や音声も確認できるように準備を行った。

実習においては、少人数でスムーズな双方

向型遠隔教育を実施することと、視聴覚教材

の再生がスムーズになされるために、母性看

護学実習開始前に、実習の履修者全員に対し

て自宅における ICT 環境の調査を実施した。

確認した内容は、Wi-Fi 環境の有無、パケッ

ト制限の有無、所持する ICT 端末の種類（ス

マートフォン、タブレット、パソコン等）で

あった。パソコンを所持している学生が大半

を占めていたが、中には ICT センターから

パソコンを借用した学生もおり、遠隔上で円

滑に双方向型教育が実践可能なように、事前

準備を行った。

２）双方向型遠隔教育の展開

（１）Zoom 機能の活用

講義では、教員が質問した内容に対し

Zoom の非言語的なフィードバック機能を使

用し反応ボタン（賛成や拍手）にて反応して

もらうことや、チャット機能を利用し、同時

間帯に反応を求め、双方向のやり取りを意識

した授業展開を行った。

また、講義中に学生からの質問を同時間帯

で受け付けられるようにした。対面授業の際

には数人の学生が授業後に質問をする程度で

あったが、遠隔にて Zoom のチャット機能を

利用した際は、学生からの質問がタイムリー

になされ、質問量も前年度より増加していた。

演習や実習においては、Zoom のブレイク

アウトルームを活用し、少人数による話し合

いを行い、演習課題の解決を促した。課題

は、事前に日本データパシフィック株式会社

の WebClass 上に掲載し、事前学修として事

例を解いた状況で、演習や実習に臨むよう工

夫した。授業内では、事前学修の課題を、学

生たちが主体的に振り返ることができるよう、

Zoom のブレイクアウトルームを用い、少人

数グループによる話し合いが可能となるよう

な時間を設けた。少人数の話し合いのため、
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基本は表情を確認できる状況で話し合いを

行った。学生の話し合いの中に、教員が入り、

アドバイスすることや、質問を受け付けなが

ら、双方向型教育を実践した。学生同士の話

し合いは、対面時と同様の内容の話し合いを

行う事ができた。

また、グループで話し合われた内容につい

て、学生自身も Zoom の画面を共有するなど

して、活用していた。

（２）映像配信による双方向型遠隔教育

2019 年度までの早産児の看護の演習では、

保育器内に 360 度カメラを設置し、保育器か

らの目線で看護師による看護技術を確認する

ことで、児への優しいケアについて考える機

会を与えていた。2020 年度は演習担当教員

の他に、ICT 環境の整備に長けた教員を配置

したことで、360 度カメラの映像が、Zoom

上で同時間帯に配信できることなり、自宅に

いながら、保育器内の目線で看護師による早

産児へのケア内容を体感しながら、早産児へ

の看護を考察することが可能となった。また、

教員がシミュレータを使用し早産児への看護

を実践した内容も配信した。早産児の理解を

図ると共に、看護実践内容を考える機会を設

けた。その中で、学生の考えた看護実践内容

と教員が看護実践した内容と一致する点や異

なる点をディスカッションし、双方向型のや

り取りを実施した。

実習では、早産児の看護として、NICU で

の早産児と家族の初回面会場面を、実習施設

の看護師と教員でロールプレイした映像を提

供した。その上で、初回面会翌日に看護学生

として、NICU 内で早産児と家族の面会場面

に立ち会い、対象者への声掛けの内容、態度、

看護実践内容をディスカッションし、早産児

と家族の看護について内容を深化させた。

また、妊婦の看護については、視聴覚教材

を学生に提示した上で、学生が実習生として

診察室へ入るタイミングや診察室での立ち位

置、妊婦や実習指導者への挨拶や声掛けを含

めた態度についても考え、学生同士でディス

カッションを行い、外来における妊婦看護に

ついての理解を図った。

Ⅲ．考察

１．視聴覚教材の活用について
2020 年度、学生は予習・復習を自室で行

うこととなったため、1 人で課題に取り組む

必要があり、既存の紙媒体資料と比較し動画

の方が内容の理解が深まることや、動画によ

り看護のイメージが図りやすいと考えられる。

視聴覚教材を WebClass 上に掲載、または視

聴覚教材サイトの提示をすることにより、「何

度でも繰り返し視聴できてよかった」との感

想が聞かれ、視聴覚教材の内容について満足

していた。学生たちは文字や写真と比較して、

動画はイメージがつかみやすいという傾向に

ある（平賀ら，2017）。事例提示の際は、事

例がイメージしやすいような視聴覚教材の提

示をしたのちに事例のアセスメントに取り組

み、その後、学生たちでディスカッションし

た内容をさらに深めるために、再度、視聴覚

教材を用いるなど、目的に応じた視聴覚教材

の活用が重要になると考えられた。

視聴覚教材に関しては、看護のイメージ化

を図るために、企業が制作した視聴覚教材の

使用も今年度から追加した。一方で、実際に

実習を行うはずであった実習先の環境（静止

画による病棟の様子）や、実習先の看護師に

よるシミュレータを用いた看護技術の提示、

実習病棟課長による実習オリエンテーション

は、学生の満足度が非常に高いものであった。

そのため、実際の実習先をイメージしながら、

看護を考察することで、学生にとってはより

緊張感をもちながら取り組むことができ、実

習のモチベーションが高まった上での知識の

定着が図れたと考えられる。また、学生は実

習施設の看護師という身近な人がロールモデ

ルとなり登場することで、視聴覚教材の内容



聖隷クリストファー大学看護学部紀要　No.29（2021）

― 90 ―

が理解しやすいと考えられた。ノールズの成

人学習理論（2002）においても、学習への動

機づけの重要性が示されており、視聴覚教材

が学習への動機づけとなり、看護を深める

きっかけとなったといえよう。

２．双方型遠隔教育について 
現在の社会は、多様性・創造性といった力

をつけることで、新しい社会を創っていく人

材が求められている。そのため、教育の在り

方も知識伝達型の学修から探求型学修へと変

革が求められている。

対面授業が実施できない場合、主に ICT

を活用した遠隔教育が行われる。その際、受

動的に講義受講するのみでは、知識の定着を

図ることは困難である。そのため、教員が一

方的に知識を伝達するのではなく、Zoom の

ブレイクアウトルームの活用による少人数で

のディスカッションを実施することで、自分

の意見を他者に伝達すると同時に、他者の意

見を踏まえた上で、自分の考えと他者の考

えを統合することが可能になり、深い学び

になったと考えられる。学生からも、「他の

人の意見が参考になり、自分一人では気が付

かなかったことを勉強できた」との意見が聞

かれ、1 人での学びから少人数でディスカッ

ションし学ぶことにより、様々な意見や考え

を得ることができたと考えられる。講義終了

後も、講義内で調べられなかった内容を自ら

調べ、自己学修を行ったという意見も多数聞

かれ、自ら課題を探求する姿勢もみられ、学

生の学修意欲も高まっていた。

また、講義中に学生からの質問をチャット

で同時間帯に受け付けた。2019 年度以前の

対面の講義より質問量が増加した背景として

は、声に出して質問するより、躊躇せず気軽

に質問をしやすい環境にあったと考えられる。

教員もタイムリーに返答するため、学生から

は、「先生が質問にタイムリーに答えてくだ

さり、その場で疑問を解決できるので、授業

内容も入ってきやすかった」との意見が聞か

れ、対面の講義のような多人数の中で挙手を

するストレスはなかったと考えられる。

実習でも、学生個々で事前に事例を解き、

その後、Zoom のブレイクアウトルームを用

い、4 〜 6 人程度のディスカッションを行っ

た。その際、教員は必ず 1 グループに対し 1

名がサポートする形でブレイクアウトルーム

に入り、学生同士の話し合いを見守り、主体

的・能動的学びを深められるように、学生に

問いかけを行った。教員のサポーティブな姿

勢により、探求型学修の促進につながったと

いえよう。Dele（1957）は、視聴覚を通じて

得られる教育的経験を整理し、「経験の円錐」

として表した中に、書物を読むことや言葉を

聞くだけでなく、論議に参加し、話すことで、

知識や技術の定着率がよいとの見解を示して

おり、遠隔を用いながらの少人数における

ディスカッションが重要であると考えられた。

Ⅳ．課題

双方向型遠隔教育では、視聴覚教材の容量

が大きいと停止することや、画面が固まると

いったアクシデントも見受けられた。学生の

通信環境により、アクシデント内容も異なっ

ていたため、ICT 環境の全体的な普及も望ま

れる。学生の ICT 環境への対応能力、パソ

コンの技能などの、個々の課題も大きかった

ため、ICT 環境に対応できる人材を大学全体

で育成できるようなプログラムを考慮する必

要があると考えられた。

また、本学の講義受講人数が、160 ～ 170

名と多人数であるため、一度に全ての学生の

表情を把握できないという問題がある。その

点に関しては、今後、講義方法等を検討する

必要性が考えられた。

COVID-19 の影響を考慮した教育方法を今

後も検討し、新しい発想で教育の質が担保で

きる方法を考慮し続ける必要がある。そのた
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室加千佳 他：母性看護学領域における視聴覚教材の活用と双方向型遠隔教育の実践

め、ICT 技術などの研鑽を続け、遠隔と実践

のハイブリットな方法を、教育内容に応じて

使い分けを行えるように目指していきたい。
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